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１ 企画主旨

第74回大会において、新型コロナウイルス下における保育実践の工夫と課題
についての質的研究の成果を発表した。

活発な議論の中では、日本保育学会としての社会貢献と情報発信を期待する
趣旨の意見もいただいた。

そこで、課題研究委員会では「コロナ下における保育と子どもの育ちに関す
る調査」を実施し、子どもや保育実践において将来に渡って懸念される問題や
解決・改善方法、実践により定着してきた事項等について明らかにし、保育実
践や運営の改善に生かす方略を提案しようと考えた。

今回は予備調査結果についての報告を中心に議論を進める。調査結果は保育
学会で共有し、各委員会と連携した取り組みや会員による研究の発展に繋がる
ことを期待している。


